
 

ファイバースコープによる検査 
 

 今、施行した検査は、下の図に示したファイバースコープ（光ファイバー）を使用した 

耳鼻咽喉科独自の精密検査です。ファイバースコープを使用する様になってから、それ迄 

きわめて検査しにくかった、鼻の奥や、のどの奥（喉頭）が、苦痛なく、正確に検査でき 

る様になりました｡ファイバースコープによる検査は“鼻の奥の癌”や，“喉頭癌”の早期発

見のために、今では欠かせない検査といえます 

 

鼻咽腔．喉頭ファイバースコピー
 

★検査結果 ☆アデノイド肥大（鼻の奥の扁桃腺） ☆鼻咽腔炎 ☆副鼻腔炎 
 
      ☆喉頭炎 ☆声帯ポリープ・結節 ☆扁桃炎 ☆喉頭神経症 
 
      ☆当院で、今後も定期的に経過観察が必要です。 
 
      ☆食道・胃の検査が必要です。（食道の腫瘍、逆流性食道炎） 
 
      ☆市民病院・大学病院等での精密検査が必要です。 
 
      ☆その他（                ）。 
 
      ☆現在は正常です。 
 
※現在は正常でも癌年齢（４０才以上）の患者さんは、６ヵ月ごとに再検査が必要です。 
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